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明
石
支
部

ニ
ュ
ー
ス

投稿歓迎！

☆協会ホームページ・明石支部→ http://www.hhk.jp/sibu/akasi/akasi.htm　もぜひごらんください。

消費税増税ではなく大企業の応分負担を
第 41回　保団連夏季セミナー
　　　　　　　　　　　　　　　講座１「『社会保障と税の一体改革』と財源問題を考える」

暑中お見舞い申し上げます

　　　　　　　役職員一同

明石支部の例会にぜひ

ご参加下さい！

７月 28 日（木）午後６時～　

あかし男女共同参画センター会議室３

（明石駅から徒歩３分アスピア明石北館７階）

どなたでもご参加いただけます。

「おいしいな」　　撮影　樫林歯科　樫林　義雄　

　

７
月
２
、３
日
に
開
催
さ
れ
た
第
41

回
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
兵

庫
協
会
か
ら
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど

50
人
が
、
明
石
支
部
か
ら
は
永
本
理

事
が
参
加
し
た
。
永
本
理
事
の
参
加

記
を
紹
介
す
る
。

　

講
師
の
二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授

の
著
書
は
多
数
購
読
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
書
物
に
記
載
さ
れ
な
い
、

文
書
に
残
し
難
い
、
先
生
の
心
意
気

（
思
い
入
れ
）
が
何
か
あ
る
と
思
い
、

最
前
列
の
演
題
の
真
正
面
に
座
り
、

部
隊
の
か
ぶ
り
つ
き
で

目
線
が
直
接
合
う
、
顔

の
表
情
が
う
か
が
え
る

位
置
で
講
演
を
拝
聴
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

日
本
経
済
の
現
状
分

析
と
し
て
、
少
々
経
済

成
長
し
て
も
税
収
は
も

う
思
う
よ
う
に
伸
び
な

い
。“global
化
”
と

い
う
社
会
経
済
津
波
が

日
本
に
接
近
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
換
言

す
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
津
波

が
押
し
寄
せ
て
く
る
前

段
階
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
持
て
ば
、
現
状
を

理
解
し
や
す
い
。

　

政
府
は
、
消
費
税
を
福

祉
目
的
税
化
し
て
税
率
を

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
危
険
性

が
あ
る
。
社
会
福
祉
、
医

療
、
介
護
、
年
金
な
ど
の

財
源
は
、
社
会
保
障
の
経

理
区
分
が
明
確
化
す
れ

ば
、
好
不
況
に
よ
る
税
収
の
変
動
の

た
め
、
社
会
保
障
が
不
安
定
化
す
る
。

　

ま
た
、
産
業
の
空
洞
化
を
防
ぐ
た

め
法
人
税
率
を
下
げ
、
金
融
資
産
優

遇
税
制
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
穴
埋
め
と
し
て
消
費
税
率
を
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
法
人
税
率

と
産
業
の
空
洞
化
と
は
関
係
な
い
こ

と
を
喝
破
さ
れ
た
。

　

税
収
不
足
分
は
赤
字
国
債
で
穴
埋

め
し
て
い
る
が
、
日
本
国
債
の95

％

は
日
本
人
が
購
入
し
て
い
る
内
債
で

あ
る
た
め
、
ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う
に
な

ら
な
い
。

　

消
費
税
に
よ
る
増
税
よ
り
も
、
実

は
二
宮
先
生
の
一
番
言
い
た
か
っ
た

こ
と
は
、
大
企
業
の
所
有
す
る
巨
額

の
内
部
留
保
金
に
対
し
て
国
税
の
メ

ス
を
入
れ
る
こ
と
。
企
業
の
研
究
開

発
資
金
を
除
外
し
て
も
、
過
剰
な
大

企
業
の
留
保
金
に
課
税
し
、
国
の
基

幹
税
は
①
所
得
税
②
資
産
課
税
と
す

る
。

　

レ
ジ
メ
の
文
章
に
は
大
企
業
へ
の

内
部
留
保
金
の
課
税
と
い
う
表
現
は

な
か
っ
た
が
、
最
前
列
に
座
っ
た
た

め
、
先
生
の
表
情
か
ら
こ
れ
が
一
番

言
い
た
か
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
（
以

心
伝
心
）。
大
企
業
は
社
会
に
対
し
て

応
分
の
負
担
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
【
永
本
医
院　

永
本　

浩
】

全国から多くの医師、歯科医師が集まった。
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明
石
市
で
小
児
科
を
開
業

し
て
お
り
ま
す
辻
一
城
と
申

し
ま
す
。保
険
医
協
会
に
は
、

勤
務
医
で
あ
っ
た
２
０
０
３

年
に
入
会
し
、
２
０
０
４
年

に
開
業
し
て
か
ら
は
、
医
療

事
務
、
労
務
管
理
、
税
金
対

策
な
ど
に
関
す
る
協
会
企
画

の
講
習
会
に
参
加
し
、
た
く

さ
ん
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
協
会
は
、
開
業
保
険
医

の
経
営
と
生
活
、
権
利
を
守

る
こ
と
と
国
民
医
療
の
充
実

と
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
そ

の
目
的
だ
と
規
約
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い

政
治
へ
の
働
き
か
け
、反
核
・

平
和
運
動
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
な
ど
、
よ
り
よ
い

世
の
中
を
実
現
す
る
た
め
に

役
員
の
先
生
方
が
活
発

に
活
動
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
は
敬
服
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
明
石
支
部

の
先
生
方
の
お
誘
い

で
支
部
活
動
に
参
加

し
て
お
り
ま
し
た
が
、

協
会
第
42
回
総
会
で
新
た
に
明
石
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
役

員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
（
順
不
同
）。

協
会
活
動
へ
の
参
加
、
光
栄
で
す

　
　
　
　
　
一
城
小
児
科
　
辻
　
一
城
　
先
生

こ
の
た
び
、
理
事
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
光
栄
に
存
じ

ま
す
。

　

日
常
診
療
に
追
わ
れ
る
毎

日
で
す
が
、
協
会
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
社
会
問
題

に
も
関
心
を
持
ち
、
先
輩
役

員
の
先
生
方
を
目
標
に
微
力

な
が
ら
協
会
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で

す
。

　

浅
学
非
才
の
若
輩
者
で
す

が
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

協
会
第
２
世
代
の
自
覚
と
役
割

　
　
西
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
西
山
　
裕
康
　
先
生

私
は
昭
和
57
年
に
神
戸
大
学

を
卒
業
後
、
消
化
器
外
科

医
と
し
て
約
10
年
間
勤
務

し
、
平
成
４
年
に
明
石
で
父

の
無
床
診
療
所
を
継
承
し
ま

し
た
。
継
承
を
機
に
保
険
医

協
会
に
入
会
し
、
父
が
副
理

事
長
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
明

石
の
幹
事
会
に
参
加
し
は
じ

め
、
現
副
理
事
長
の
吉
岡
巌

先
生
を
始
め
西
村

高
明
先
生
、
尾
松

芳
男
先
生
、
大
野

三
太
郎
先
生
等
に

ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

勤
務
経
験
し
た
病

院
は
大
学
病
院
、
市
民
病

院
、
国
立
病
院
、
救
命
セ
ン

タ
ー
、
私
立
病
院
等
多
岐
に

わ
た
り
、
現
在
も
自
身
の
無

床
診
療
所
だ
け
で
な
く
、
兄

の
開
設
し
た
有
床
診
療
所
に

も
勤
務
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
、
長
所
・
短
所
も

少
な
か
ら
ず
理
解
し
て
お
り

ま
す
。

就
任
の
抱
負
と
し
ま
し
て

は
、
保
険
医
協
会
の
第
２
世

代
と
し
て
、協
会
会
則
の「
開

業
保
険
医
の
生
活
と
権
利
を

守
り
、
患
者
・
住
民
と
と
も

に
国
民
医
療
の
充
実
と
向
上

を
め
ざ
す
」
を
再
確
認
し
、

先
輩
役
員
の
先
生
方
の
ご
指

導
を
受
け
、
ま
た
一
般
会
員

の
先
生
方
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、
相
互
理
解
を
深
め
な
が

ら
協
会
活
動
に
尽
力
し
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ὧ

国
民
平
和
大
行
進

　　　　「平和」と大書きした旗を掲げて、市内を歩く樫林理事（写真右）とスタッフの皆さん　

核兵器廃絶を求める原水爆禁止世界大会（保団連が実行委員会に加盟）に向けて、全国から広島
へ歩く「国民平和大行進」が 11日に明石市内に入った。支部からは昨年に引き続き、樫林理事が、
手作りの「平和」の旗を持ち、スタッフらとともに行進した。

　 兵庫県保険医協会明石支部　
評議員・予備評議員（医科）選挙の公示

　協会規約第 12 条の２及び (細則 )協会役員等の選出規定の第３条の２および第９条の１により、

評議員・予備評議員（医科）選挙を公示します。

【役職と定数】

評議員	 　４名　　予備評議員	 　２名

		兵庫県保険医協会規約　第 18 条

　「評議員は、各支部または歯科部会を代表し、会員の意見を評議員会に反映するとともに、本会の方

針に沿い、各支部または歯科部会の活動の中心となる。予備評議員は、評議員を補佐するとともに、評

議員会に評議員欠席の際には評議員として出席する。」

【任期】　２年

【改選日】　８月 25 日 ( 木 )　明石支部例会

【立候補締切】　７月 18 日 ( 木 )　正午			　※改選日の１週間前

【立候補届出の方法】

　立候補希望者・推薦希望者（医科）は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届けします。

「立候補届」「推薦届」に必要事項を記入の上、事務局へ持参または郵送ください。なお、歯科について

は歯科部会で選出します。

　　　

 兵庫県保険医協会	
理事長　池内　春樹


